高齢者に対するイメージと行為の発達的変化の研究 : 小学生・中学生・高校生の高齢者に対する意識の調査から by 柴田 益江 & Masue Shibata









































P市 1 つの小学校の 3− 6 年生全員、1つの中
学校 1− 3 年生全員、1つの高校の 1− 3 年生
である。
　２）調査時期
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校の 3− 6年生182名、中学校 1− 3年生271名、高等学校の 1− 3年生230名である。
結果は、因子分析を行ったところ、高齢者に対する行為は、「怒る」「無視・いやみ」
「子ども扱い」「声掛け・手助け」の 4因子が抽出された。高齢者に対する行為におけ
る発達的変化は、「子ども扱い」を除き、小学生でやや否定的であったことが、年齢
が上がるとともに肯定的になることが明らかとなった。次に、高齢者に対するイメー
ジは、「暖かい」「「元気・壮健」「きちんとした・良い」「美しい・きれい」の4因子が
抽出された。高齢者イメージに対する発達的変化では、「嬉しい」「すばらしい」「話
しやすい」「正しい」などの温和性（内面）を表す「暖かい・優しい」を除き、年齢
差による違いが明らかに示された。
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